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雲解像地域気候モデル による南西諸島の降水量の再現性
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1．はじめ に

　近年の 地域気候 シ ミ ュ レ V −・シ ョ ン におい て は 、 非静
力学モ デル が使わ れ る こ とが 多い 。例 え ば、最近発表

され た地球温暖化予 測情報第 8 巻 （気象庁，2013） で

は 、格 子 間 隔 5km の 非 静 力 学 地 域 気候 モ デ ル

（NHRCM ）が用 い られ て い る 。 今後 は モ デル が更に

高解像度化 され、積雲対流パ ラメタ リe
’一一

シ 9 ン が 不

必要にな る こ とが考 えられ る。 従 っ て、将来を見掘 え

て 、そ の ような翼解像地域気候 モ デル の 牲能を調 べ て

お く必 要 が あ る 。　　　　　　　
一

　そ こ で、格子間隔 2km の モ デル を用 い て現樫気候

を 対象と した 長瑚積分 を行 い 、辭算結果 の 再現性 を 調
べ た 。 但し、計算機資源の制約があるため、計算領域
を南薦諸島付近に限定 した。窯た、本発衷では降水量

の 薄現性を評価する。 爾繭諸島付近は他の 日本の 地城

と比 べ て 陸地 の 面積が小 さい ため、地形 の 影響 をあま

り受 け ない 状 況 下 で の 降水過程 の 再 現轍 を 確認 で き

るもの と考えられ る。

2．数慳実験の設定　　　　　　　　　　　　
’

　格子 間隔 2  の NHRCM （NHRCMO2 ）を用 い た

現覆気候実験を行 っ た。こ の 際、積雲対流 パ ラメタ リ

ゼー
シ w ン は使網 して い ない 。計算領域は、沖縄本島、

奄養大島などを含む 500km 四方 の領域で ある 。 境界
条 件 と し て は 、格 子 間 隔 5km の NHRCM
（NHRCMO5 ）の 計算結果を用 い た 。 その 外側 には格

子間隔 15k 躍｝の NHRCM 、更 に そ の 外側 に水 平解像度
約 20km の 気象庁金球 モ ヂル をネ ス トした．
　積分期間 に つ い て本来は 20 年以上あ る こ とが望 ま

しい が、計算機資源 の 瀧約 の ため特定の 年 を選 んだ。
この 際、N ｝IRCMO5 の 20 年積分 （1980年 9 月〜2000
年 8 月）か ら求め た 南西諸島の 平均年降水螽を参考に

特 定 の 9 年 を選 ん だ 。
こ うす る こ と で 、 仮 に

NHRCMO2 を 20 年積分 し た と きに得られ る平均年降

水量 と、NHRCMO2 の 9 年積分に よ る 平均年降水景

との 間 に大きな藻異が生じない と期待され る。

3、月降水量の再硯性
　NHRCMO2 で 再 現 され た 月降水 黛 を 気 象庁 ア メ ダ

ス （AMeDAS ）による観測値 と比較 した ma　1）。貴

的 に は 誤差があ る もの の 、NHRCMO2 は 月降水疉 の

季節変化を定性的には再現 して い る。例えば、観測値
に見られ る梅雨と台風 に 対応する 6月 と8 月 の ピーク

が 再現値に も同様に 現れ て い る。
　次に 、 両者の 量的な差を分か りやすくする ため 、

バ

イ ァ ス （NHRCMO2 − AMeDAS ）を 園 2 に 示 す。こ

れ に よる と 1〜6 月 に おい て負バ イ ア ス
、 7〜12 月 に

は逆に 正 バ イ ア ス と な っ て い る。絶対値 で 見 る と、7
〜9 月 の バ イ ア ス が比較的大き い。なお、年降水量で

比 較する と、バ イ ア ス は か な り軽減 され る （飆 1
，
2 の

冶端 の 棒グ ラ フ ） 。

4，強度別 降水畳の再現性
　降水 釁 の バ イ ア ス が どの 程度の 強度 の 降水か ら生

じて い るの か確認するため に 、 1 時聞降水蚤のデー
タ

か ら頻度分布を作成 した （図 3＞。図 か ら 40　mm 　h’i

より強 い降水 に お い て 、
モ デ ル 再現値と観測値の問に

顕著な靈が 生 じ て い るこ とが 分 か る。こ の と き、観測

値 よりも再現髄の 方が火 き な値を 示 し て い る こ とか

ら、NHRCMO2 が強い 雨を降 らせ過 ぎる傾 向にあ る

と酋える。月別 の頻度分擶 （図省略）に よ ると、こ の

傾 向は 7〜9 薄 に顕著で あ っ た 。
こ の こ とが

、
7〜9 月

に お ける 月降水量 の 大 きな 驚 バ イ ア ス をもた ら して

い る （図 2） 。
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囲 1　 AMeDAS とNHRCMO21 二よる月 降7k量 （9年平 均 ）。 横
軸 の

”

Y
”

は 年 降水 量 （月降水量 に換算 ）を表す。南西 諸島の

観溺地点（i3 地点）の 平 均植を承 す（NHRCMO2 につ い て は

観 測 地 点に 距離 的 に最も近い 格子 点短 を使 用 ）。
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囲 2　 図 1 と鬮 じ。 但し、N陛RCMO2 による月降水 量 （9 年平

均）の バ イアス （NHRCMO2 − AMeDAS ）。
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図 3　 AMeDAS とNHRCMD2 による t 時間降水量の頚慶分

布。縦軸 は相 対 頻度 で、対数 霞盛 で 表示 して い る。
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